
9 月 15 日～16 日に、１泊２日で高尾の森わく

わくビレッジにて宿泊学習を行いました。 

雨予報が続く中でしたが、599ミュージアム見学

やケーブルカーでの高尾山登山、そして夜にはキ

ャンプファイヤーで大盛り上がり！それぞれが仲

間と協力しながら、楽しい２日間を過ごすことが

できました。 
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    学校だより No.6 

９月 11 日～12日に、本校にて１泊２日で防災宿

泊学習を行いました。 

VR 体験、シェイクアウト、DIG（災害図上訓練）、

避難所設営、喫食指導、夜間歩行、引き渡し訓練な

ど防災に関する活動を様々行いました。仲間と一

緒に力を合わせて過ごすことができ、防災意識が

育まれる貴重な体験となりました。 

 

 

 

 

 

 

２学期は、宿泊学習や修学旅行、現場実習、学習発表会など、学校生活の中でも特に多くの行事が予

定されています。日々の学習とは異なる環境や活動が続くため、児童・生徒にとっては新たな挑戦の機

会となります。 

こうした行事では、普段の授業だけでは気付きにくい一人ひとりの姿が見えてきます。友達を気遣う

優しさ、自分の役割を果たそうとする責任感、得意なことを生かして仲間を支える姿など、それぞれの

良さや可能性が様々な場面で表れます。また、慣れない環境や予想外の出来事に向き合う中で、自分で

考えて行動したり、周囲と協力したりする力も育まれていきます。 

同時に、行事は教職員にとっても児童・生徒への理解を深める大切な機会です。普段とは異なる場面

だからこそ見えてくる思いや願い、強みや課題があります。さらに、教職員同士も協力しながら準備や

運営に取り組むことで、互いの考えや持ち味を知り、信頼関係を深めることができます。 

行事の価値は、当日の成功だけにあるのではありません。準備の過程や経験の積み重ねそのものが、

児童・生徒の成長につながります。本校では、一つひとつの活動を通して児童・生徒の主体性を育み

「なぜそうなるのか」「どうすればよいのか」を考える深い学びにつなげていきたいと考えています。 

児童・生徒を真ん中に据え、保護者や地域の皆様とのつながりを大切にしながら、教職員が力を合わ

せて実り多い２学期をつくってまいります。引き続き、皆様の御理解と御協力をお願いいたします。 

                                      校長 藤原 英明 

 

行事を通して見えてくる成長 

 

 

 


